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存
す
る

「

自

由
至
上

主

義
的

多
元

社
会
」

の

構
図

が
生
じ

る

（
へ

ー

ゲ

ル
）

。

そ

の

中
で

は

異
な
る

道
徳
観
を

持
つ

倫
理
的
異
人
た

ち
が
同
意
に

よ

っ

て

協
働
す
る

が、

内
容
の

あ
る

道
徳
を
客
観
的
真
理
と
し
て

獲
得
す

る

こ

と
は
で

き
な
い
。

の

み

な

ら

ず、

当
初
は

同
意
が

倫
理
的
異
人
た

ち

の

協
働
を
可

能
に

す
る

単
な
る

手
続
き
だ

け
で

あ
っ

た
と
し
て

も、

や

が

て

同
意
を
与
え
る

自
律
と

自

山
の

み

が

価

値
と
さ

れ
る

こ

と

で
、

人
問
の

自
然
の

あ
り

方
を

克
服
し
て

、

白
己
（
欲
望
を

含
め）

を
実
現
す
る

こ

と

が

正
し
い

と

さ
れ
る
に

至
る
（
自
由
な

多
元
社

会）
。

　

こ

の

状
況
に

対
し
て
エ

ン

ゲ
ル

ハ

f
ト
が
試
み

る

の

は
、

生
き
る
こ

と

に

超
越
的、

人
格
的
な
意
義
が
あ
る
こ

と

を
「

選
択
」

す
る

こ

と

に
基
づ

く
倫
理
（

生

命
倫
理）

の

構
築
で

あ
る

。

伝
統
的
キ

リ

ス

ト

教
は

超
越
的

に

し
て

人
格
的
な
神
と

合
一

す
る
と

い

う
純
粋
体
験
を

志
向
し

、

神
に

よ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ヌ

じ

ス

り

与
え
ら
れ

た

「

聖
霊
」

に

よ

り
人
間
の

心
は

神
を

知
覚
す
る

こ

と
は

で

き
る

と

考
え
た

。

原

罪
に
よ

っ

て

世

界
は

破
滅
的
な

も
の

に

な
っ

て

お

り、

人
間
の

あ
り
方
（
自

然
）

が

全
て

正
し

い

も
の

で

は

な
い

が
、

良
心

（

聖
霊）

に

よ
り

神
と

神
の

法
則
を
志
向
す
る

こ

と

が
で

き
、

そ
れ

が
入

間
の

本
来
の

「

自

然
」

で

あ
る

。

そ

の

よ

う
に

知

覚
さ
れ
た

神
の

法
則
か

ら

道
徳
性
は

獲
得
で

き
る
の

で

あ
り、

そ
れ

は
価
値
を

自
己
で

は
な
く
他

者
（

神
と

他
の

人

格）

に

置
い

て

応
答
を

求
め
て
い

く
こ

と

で

あ
り、

そ

の

た

め

に
は
林
示

欲
と

悔
い

改
め

の

生
活
と
、

典
礼
に
基
づ

く
共
同
体
が
必

要
で

あ
る

。

言
い

換
え
れ
ば
、

エ

ン

ゲ
ル

ハ

ー
ト
は

人

間
の

良
心
を

神
の

与、
尺

た

も
の

と

す
る

こ

と
で
、

道
徳
感
情
は

そ
の

ま

ま
で

規
範
性
を

有
す

る

と
し
た
の

で

あ
る
。

　
エ

ン

ゲ
ル

ハ

ー

ト

が

構
想
し

た

伝
統
的
キ

リ
ス

ト

教
生

命
倫
理
は

、

人

間
が

生

き
る
こ

と

の

意
義
は

相
互

に

応
答
す
る

存

在
と
い

う
意

味
で

の

「

人

格
」

に

あ

り
、

そ
の

よ

う
な

存
在
意
義
を

選
択
す
る

こ

と

で、

神
と

の

合
一

を
志

向
す
る

人

間
の

あ
り
方
が

設

定
さ
れ

、

そ
こ

か
ら

良
心
（

道

徳
感
情）

を

神
が

与
え
た
も
の

と
し
て

肯

定
す
る

と
い

う
論
理
で

あ
る

と

言
え
る

。

そ
れ

は
近

代
が
キ
リ

ス

ト
教
か
ら
剥
ぎ
取
っ

て

し
ま
っ

た
も
の

に

注
目
し
て

再
構
成
し
た
倫
理
で

あ
る

が
、

最
初
の

段
階
に

「

選

択
」

が

設

定
さ

れ

て

い

る

こ

と

が
示

す
よ

う
に、

「

選
択
」

を

共
有
し
な
い

者
に

と

っ

て

は

説
得
性
を
持
た

な
い
、

信
仰
共
同
体
の

内
部
に
閉
じ

ら
れ
た
倫

理
で

あ
る

。

そ
れ

も
一

つ

の

方
法
で

は

あ
る

が
、

よ

り
開
か
れ

た

宗
教
的

生

命
倫
理
を

追
究
す
る

余
地
は
、

ま
だ

残
っ

て

い

る

と

思
わ

れ

る
。

エ

ン

ゲ
ル

ハ

ー

ト

が
拒
絶
し
た
、

相

対
化
し
弱
め

ら
れ

た

宗
教

性
（

「

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ

テ

ィ
」）

を

積
極
的
に

活
用
す
る

こ

と

は
、

考
え
る

に

値
す
る

選
択
肢
で

あ
る

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

仏
教
の

生

命
観
と

代
理
母

金

永

　
晃

　

仏
教
の

生
命
観
は

「

阿
頼
耶
識
」

に

お
け
る

輸
廻
の

途
上
で

胎

児
が
生

ま
れ

る

過

程
を

説
明
し

て

く
れ
る

。

こ

の

胎
児

説
と

は
、

衆
生

が

業
力

（
犀

贄
ヨ
巴

に

よ

っ

て
、

一．一

界
六

道
を
輪
廻

す
る

と

い

う
輪
廻

説
に

よ
る

も
の

で

あ
る

が
、

前
生
か

ら

現
世
に
お

い

て

胎
児
が

生

ま
れ
る

過
程
を
説

明
す
る

も
の

で

あ
る

。

胎
児
の

出
生

説
に

つ

い

て

『

増
一

阿
含
経
』

に
よ

れ

ば
、

生
の

中

間
原
理
で

あ
る

中

有
は

唯
識
学
の

阿

頼
耶
識
の

生

命
観
に

影
響
を
与
え
る

。

唯
識

学
で

は
、

中
有
の

概
念
を
識
の

転
換
と
し

て

阿
頼

耶
識
を
立
て

る．．

】

切
衆
生
は

、

死
後
前
世
の

業
が
阿

頼
耶
識
に

貯
蔵
さ
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れ
て

次
の

生

命
に

絶
え
間
な
く
続
く

。

す
べ

て

の

生
命
は

仮
想
的
に

構
成

す
る
一

切
種
子
識
で

あ
る

。

阿
頼
耶
識
は
無
限
な
る

過
去
に

よ

り
永
却
の

未
来
に

向
け
て

つ

な

が
る

根
源
的
生
の

流
れ
と
し
て

生
死
を

繰
り
返
す

。

仏

教
的

通
念
に

お
い

て

は

生
が

結
成
さ
れ

る

条
件
と

し
て

「

三

事
和
合

説
」

を
立
て

る
。

（
1）
両
親
の

和
合

、

（

2
）

母
親
の

適

切
は

条
件、
（
3）

そ

れ

か

ら

中
有
の

下
降

。

　
こ

こ

で

中
有
は

前
世
と

後
牛

の

媒
介
と

な
る

。

こ

の

中
有
の

概
念
に

包

括
さ
れ
て

阿
頼
耶
識
と

し
て

転
換
さ

れ

る
。

　

代
理
母
と

は
、

子
宮
が
な
い

な
ど
、

ま
た
、

何
ら
か

の

理
由
で

子
供
を

産
め
な
い

夫
婦
に、

血
の

つ

な
が
り
の

あ
る
子
供
を
授
け
る

こ

と

を
目
的

と

す
る

行

為
の

こ

と

で

あ
る

。

当
初、

代
理

母
の

概
念
に

お

い

て、

「

サ

ロ

ゲ
ー

ト
・

マ

ザ
ー

（
°・

隹

霞
o
跡身

鉾
o

日
o

匪
霙
）

」

と

呼
ば
れ

て

い

た
。

　

実

例
と
し
て

、

長
野
県
諏
訪
マ

タ
ニ

テ

ィ

ー

ク

リ
ニ

ッ

ク

（
二

〇

〇
九

年
十
二

月
二

凵
、

読
売
新
聞
朝
刊
）

で

は
、

夫
の

精
子
を

妻
以

外
の

女

性

の

子
宮
に

注

入
し

人
工

授
精
さ

せ

て
、

そ
の

女
性
に

妊
娠
・

出
産
の

過
程

を

引
き
受
け
て

も
ら
い
、

出
産
後
に

新
生

児
を

夫
婦
が

受
け
取
る

こ

と
に

な
る

が、

子
供
は

夫
婦
二

人
の

遺
伝
子
で

は

な

く、

夫
の

遺
伝
子
と

サ

ロ

ゲ
ー

ト
・

マ

ザ
ー

の

遺
伝
子
を
引
き
継
ぐ
こ

と

に
な
る

。

　

も

う
一

つ

は
、

「

ホ

ス

ト
・

マ

ザ
ー

」

に

よ

る

も
の

で

あ
る

。

妊
娠

中

の

事
故
で

子
宮
と

胎

児
を
失
っ

た

姉
に
、

実
の

妹
が
代
理
母
の

役
割
を

自

発

的
に

申
し

出
た
こ

と

で

あ
る

。

姉
夫
婦
の

卵
子
と

「

精
子
を

体
外
受

精
」

さ

せ

て
、

受
精
卵
を

妹
に

戻
し、

出
産
に

至
っ

た
。

九
ヶ

月
間、

自

ら
の

胎
内
で

育
て

た

子
供
で

あ
っ

て

も、

生
ま
れ
て

き
た

了
供
の

遺
伝
子

は

姉
夫
婦
か

ら

受
け
継
い

だ
も
の

で

あ
る

。

　

そ

の

後、

技
術
の

進
歩
に

よ

り
、

体
外
受
精
に

よ

る

妊

娠
・

出
産
が

可

能
に

な
っ

て

き
た

。

何
ら

か

の

理
由
で

子
宮
に

問
題
が
あ
っ

た

り、

子
宮

を

摘
出
し
て

い

る
た
め
に

自
分
が

妊
娠
で

き
な
い

場
合

、

ホ

ス

ト
・

マ

ザ

ー

に

よ
る

出
産
が
行
わ
れ
る

。

夫
婦
の

卵
子
と
精

子
を

体
外
受

精
さ
せ

て

で

き
た
受

精
卵
（
正

確
に

は

胚）

を
ホ
ス

ト
・

マ

ザ
ー

の

子
宮
に

戻
し

て

妊
娠
の

状
態
を
つ

く
る

。

こ

の

方
法
で

は
、

生
ま
れ

て

き
た

子

供
は
、

代

理

母
を

依
頼
し

た

「

夫
婦

双
方
」

か
ら
の

遣
伝
子
を
受
け
継
ぐ
こ

と
に

な

る
。

　

仏

教
で

は
、

生
の

始
ま

り
の

条
件
は

、

父

母
の

交
わ

り
か
ら

出

発
す

る
。

性
交
は

受
精
の

た

め

で

あ
り、

生
の

誕
生

の

た
め

の

必
要
条
件
で

あ

る

（

有

性
生

殖）
。

次
に、

女

性
の

適
切
な
可

任
期
（

排
卵）

で

あ
る

。

排
卵
は

現
代
医
学
の

時
期
よ

り
少
し

早
い

。

ま
た
、

中
陰
身
の

現

存
と

下

降
と
い

う
条

件
で

あ
る

。

以
上

が
生

有
縁
起
の

必

要
条
件
（
三

事

和
合
）

で

あ
っ

た
。

　

生

有
縁
起
は

業
の

複
製
に

お
け
る

現
世
に

限
ら

ず
前
世
の

自
己

行
為
に

対

す
る

倫
理

的
責
任
と
な
る

。

一

方、

体
外
受
精
、

体
細
胞
に

よ
る

人
間

複

製
は

、

＝ ．
事
和
合
の

要
件
か
ら

考
え
る

と
父

母
の

精
血

の

条
件
が

欠

如

し

た

無
生
生

殖
に

当
た

る．．

仏
教
の

三

事
和
合
の

要
件
か

ら

見
る

と

生
の

始
ま

り
要
件
が
満
た

さ

れ

て

な
い

生

有
縁
起
の

形
態
と

な
る

。

　

さ

ら
に

無
性
生

殖
と

し

て

人

間
複
製
は
、

将
来
人
間
の

ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

に

つ

い

て

の

深
刻
な
問
題、

す
な

わ
ち、

「

遺

伝
的
ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

の

問
題
」

、
「

心
理
的
ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

の

問
題
」

、

「

社
会
的
ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

の

問
題
」

が
根
本
的
に
崩
壊
し
て

し
ま

う
恐
れ
が
あ
る

。
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